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あなたはどう受け止めるのか 

 

旧約聖書の「大預言書」と言われるのはイザヤ、エレミヤ、エゼキエルです。

「小預言書」 

と言われるのはホセア、ヨエル、アモスと続く１２の書です。 

この小預言者の時代が終わるとイエス・キリストの誕生まで、もう預言者と

いわれる人はいなくなってしまいました。３００年ほどこのような時代が続い

たのでした。「救い主」「メシヤ」はまだ生まれないのか？ 待てども、待てど

も現れないのでした。現れたと・・・よろこんで迎えるとそれは「偽預言者・

偽メシヤ」でした（使徒の働き・５章３５～３７）。 

 このような時を迎えているときに、バプテスマのヨハネが現れました。 

「罪のゆるしを得させる悔い改めのバプテスマ」を宣ベ伝えました。しかし、

どれだけの人がヨルダン川の水に浸かって心の底からの回心を得ることができ

たのでしょうか。 

 このことを黙想していると、天から声がきこえてくるのです。「あなたはイエ

スの十字架をどう受け止めているのですか？」と。 

（山下誠也） 

 

 

 


